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一般質問通告書(平成 29年 3月定例会) 

氏 名・質問事項・答弁先 質  問  要  旨  

1  11 番 米沢 義英 

1 防災計画及び防災備品について 

           （町 長） 

災害時における防災備品の備蓄は、必要不可欠と考える。また、避難時には、子ども、大人、障がい

者の方など多くの人が避難してくると考える。次の点について伺いたい。 

（1） 避難指定施設には健康な人、体調の悪い人、大人、乳幼児、子どもなど男女多くの方が避難して

くると考えるが、トイレ、生理用品、食料、車いすなど、避難時に必要な備品が確保されていると

はいえない。新年度の予算では、災害時における備品等を備蓄する予算が確保されているが、その

内訳は。また、避難指定施設の備蓄品の備蓄は十分とはいえないと考えるが、現状と今後の対応に

ついて伺いたい。 

（2） 実情に合わない避難指定施設の見直しについて伺いたい。 

2 災害時におけるボランティアセン

ターの開設について 

（町 長） 

近頃では台風や噴火など、自然災害による被害が増える傾向にある。南富良野町では昨年、台風など

の大雨により多くの被害が発生し、各地から復旧のためのボランティアなどの方が支援に入った。しか

し、受け入れ態勢が十分でないなど多くの課題があったと聞く。上富良野町においては、ボランティア

の受け入れは福祉協議会が運営の中心を担うが、ボランテイアを受け入れる拠点と体制について伺いた

い。 

3 福祉避難施設について 

（町 長） 
福祉避難指定施設について、過去に質問したことがあるが、答弁では保健福祉センターがその役割を

担うとしているだけで、明確な答弁はなかった。当然防災計画には明確な位置づけがされていないと考

えるが、現状認識と今後の対応について伺いたい。 

4 災害時における役場、消防庁舎の

機能保全事業について 

（町 長） 

東北震災の発生で、防災機能を兼ね備えた庁舎が倒壊したことにより、国においては新耐震基準以前

に建てられた耐震化未実施の本庁舎の建て替えなどに交付税措置がされたと聞くが、その内容と役場・

消防の耐震診断の状況と今後の対応について伺いたい。消防については、富良野広域連合の関係もある

と考えるが、それを踏まえた対応について伺いたい。 
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 5 高齢者の運転免許証の自主返納に

ついて 

（町 長） 

高齢者による自動車事故等の多発が社会的な問題となってきている。町内に住む高齢の方の中には、

時期が来たら運転免許証の自主返納を考えている方や、もうすでに自主返納された方もいるが、運転免

許証の自主返納後は、通院、買い物などが不便に感じると話していた。 

上富良野町には、予約型乗合タクシーが運行されているが、運転免許証を自主返納された高齢の方た

ちへの日常生活維持のための対策も必要と考えるが、今後の対応について伺いたい。 

 6 社会教育総合センタートイレの改

修について 

（教育長） 

社会教育総合センターは多くの方が利用している。高齢の方からは、一部洋式ではなく全面的に洋式

トイレの改修を望む声が出されている。今後の対応について伺いたい。 

2  10 番 髙松 克年 

 1 第７次農業振興計画における農

業・農村振興実践プランについて 

（町 長） 

 第７次農業振興計画の中で、農業・農村振興実践プランができているが、具体的な項目について、 

平成 29年度における施策を伺う。 

（1）小規模土地改良事業としての、自力による暗渠排水事業の一部助成措置についてどのように行う

か。 

（2）農地防災、減災事業は、平成28年度を踏まえ、どのように行うか。 

（3）食育、地産地消による地元消費者との交流拡大の施策はどのように考えているのか。 

（4）高収益作物、特産物生産の取り組みについて、どのように拡大を図っていくのか伺う。 

（5）畜産担い手総合事業は、平成28年度において終了したが、今後新規の畜産関連事業に取り組む可

能性はあるのか。 

2  演習場の管理及び騒音問題につ

いて 

（町 長） 

（1）昨年の河川災害を踏まえて、防衛事業、南部地区土砂流失対策の現状をどのように考え、今後ど

のように進めるべきと考えているか。 

（2）町は、防衛省、防衛局へ基地協等を通じて、演習場周辺における状況、状態を伝え要求をしてい

ると思うが、本町における住宅防音地域の拡大についてどのようになっているか。 

 


